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鎖
国
時
代
、
日
本
唯
一
の
国
際
貿
易
都
市
と
し
て
栄
え
た
の
は
私
達
の
町
、
長
崎

で
す
。
海
に
浮
か
ん
だ
扇
形
の
出
島
を
は
じ
め
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
物
品
が

行
き
交
り
、
な
か
で
も
銅
は
輸
出
品
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
最
盛
期
に
は
年

間
五
百
万
～
九
百
万
斤
の
銅
が
輸
出
さ
れ
、
一
六
九
七
年
に
は
、
日
本
の
産
銅
は

一
千
万
斤（
約
六
千
屯
）と
世
界
一
を
記
録
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
銅
は
ど
の
よ
う
に
し
て
輸
出
が
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
そ
の
辺
に
つ

い
て
は
、
長
崎
市
史
を
は
じ
め
数
々
の
文
献
が
出
版
さ
れ
て
お
り
ま
す
し
充
分
ご
存

知
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
回
は「
な
が
さ
き
の
空
」（
第
十
六
集
）の『
住
友
の
出
店
と

長
崎
の
銅
貿
易
』の
補
足
と
し
て
、
貿
易
で
貢
献
し
た
長
崎
の
町
の
姿
を
岡
目
八
目

的
に
拾
っ
て
み
ま
し
た
の
で
ご
判
読
下
さ
い
。

一
、「
銅
座
」の
こ
と

　

輸
出
の
棹
銅（
直
径
二
㎝
、
長
さ
七
〇
㎝

位
）は
大
阪
銅
座
で
精
錬
さ
れ
長
崎
に
廻
漕

さ
れ
て
い
た
が
、
幕
府
は
長
崎
で
も
棹
銅

を
鋳
ら
せ
る
事
と
し
、
享
保
一
〇
年（
今
の

銅
座
町
）に
銅
吹
所
が
設
置
さ
れ「
銅
座
」と

称
し
た
が
、
技
術
的
面
そ
の
他
か
ら
吹
分

が
う
ま
く
い
か
ず
、銅
座
で
は
銅
瓦
、延
板
、

銅
鋲
、
銅
釘
等
々
の
鋳
造
に
変
更
、
細
々

の
銅
座
で
あ
っ
た
。

　

輸
出
棹
銅
に
つ
い
て
は
、
従
来
通
り
大

阪
銅
座
の
管
理
下
で
、
幕
末
の
慶
応
年
間

ま
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。「
銅
座
」の
坪
数
は

三
、一
三
七
坪
、
箇か
し
ょ所（
家
持
の
地
所
）で
は

な
く
、
か
ま
ど（
借
家
人
の
所
帯
）数
二
一
八

軒
、
人
口
五
二
四
人
程
だ
っ
た
と
か
。

　

元
文
三
年
銅
座
廃
止
令
が
出
た
時
、
設
備
、
採
算
等
か
ら
長
崎
銅
座
も
廃
止
と
な

り
、
以
降
は
銅
座
町
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

二
、「
宿
町（
や
ど
ま
ち
）附
町（
つ
き
ま
ち
）制
度
」の
こ
と

　

長
崎
に
は
、
唐
人
町
が
あ
っ
た
が
、
唐
人
の
う
ち
に
は
、
町
な
か
に
宿
を
と
り
、

宿
主
に
口
銭
を
払
っ
て
取
引
を
仲
介
さ
せ
る
者
も
い
た
。
町
民
の
中
に
は
競
っ
て
唐

人
を
止
宿
さ
せ
る
等
町
中
が
乱
れ
て
き
た
の
で
、
寛
文
六
年「
宿
町
・
附
町
の
制
」が

定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

長
崎
内
町
、
外
町
の
各
町
に
順
番
を
き
め
、
番
当
り
の
町
を
宿
町
、
次
番
の
町
を
附

町
と
称
し
、
た
と
え
ば
今
年
、
本
下
町
が
宿
町
、
恵
美
須
町
が
附
町
に
当
た
っ
て
い
る

と
す
る
と
、
翌
年
に
は
恵
美
須
町
が
宿
町
に
な
り
、
三
番
順
位
の
今
下
町
が
附
町
に
な

る
と
い
う
よ
う
に
、
順
ぐ
り
に
、
唐
人
宿
の
指
定
を
町
単
位
に
お
こ
な
う
事
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
た
の
は
、
必
ず
し
も
口
銭
の
取
り
分
を
公
平
に
す
る
こ
と
に
あ
っ

た
の
で
は
な
く
、
同
年
か
ら
町
が
単
位
と
な
っ
て
、
貿
易
の
責
任
を
分
担
し
て
も
ら

う
事
と
し
た
為
で
、
唐
船
は
入
港
し
て
か
ら
五
十
日
以
内
に
商
売
を
終
ら
せ
て
出
港

さ
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
取
引
代
金
の
支
払
が
遅
れ
た
場
合
は
立
替
払
を
要
す
る
し
、
そ

の
他
種
々
の
責
任
が
、
宿
町
・
附
町
に
負
わ
さ
れ
た
の
で
、
各
町
は
協
力
し
其
の
任

に
当
た
っ
た
。

三
、「
箇
所
銀
」・「
か
ま
ど
銀
」の
こ
と

　

幕
府
は
重
要
な
貿
易
拠
点
で
あ
る
長
崎
を
直
轄
領
で
あ
る「
天
領
」と
し
た
。
天
領

に
は
殿
様
が
お
ら
ず
、
奉
行
や
代
官
に
よ
る
支
配
下
の
な
か
、
商
人
は
そ
の
資
力
に

応
じ
て
貿
易
に
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
、
そ
れ
に
よ
っ
て
長
崎
は
大
い
に
繁
栄
し
た
。

長
崎
会
所
は
集
っ
た
貿
易
の
利
益
か
ら
幕
府
へ
の
運
上
金
や
役
人
ら
の
給
与
を
差
し

引
き
、
残
り
の
一
部
を
町
人
に
配
っ
た
。
今
で
い
う
ボ
ー
ナ
ス
で
七
月
と
十
二
月
、

年
二
回
分
配
、
分
配
の
方
式
は「
箇か
し
ょ
ぎ
ん

所
銀
」と「
か
ま
ど
銀
」に
分
け
、
箇
所
銀
は
地
主

に
、
か
ま
ど
銀
は
世
帯
を
標
準
と
し
て
借
家
人
、
ま
た
は
家
屋
だ
け
持
ち
借
地
の
庶

民
に
分
配
さ
れ
た
。

　

身
分
制
度
の
厳
し
い
封
建
社
会
で
は
、
め
ず
ら
し
い
制
度
で
あ
っ
た
。

四
、「
唐
通
事
」の
こ
と

　

唐
通
事
は
慶
長
九
年
、
明
人
馮し
ゅ
ん
ろ
く六
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
よ
う
だ
が
、
鎖
国
時
代

の
唐
通
事
の
職
務
は
通
訳
に
限
ら
ず
、
唐
国
政
治
の
動
向
、
国
際
情
報
な
ど
の
上
申

の
ほ
か
、
貿
易
一
切
に
関
す
る
唐
人
の
下
意
上
達
、
唐
寺
と
の
連
絡
、
唐
人
の
間
の

も
め
事
の
解
決
ま
で
お
こ
な
っ
た
。
取
引
に
つ
い
て
は
価
格
の
決
定
権
は
持
た
ぬ
が
、

上
意
を
う
け
て
、
唐
人
に
手
打
ち
を
勧
告
を
す
る
等
、
相
当
重
大
な
仕
事
で
あ
っ
た
。

　

唐
通
事
に
は
格
が
あ
り
、
首
席
に
位
す
る
の
を
大
通
事
、
次
席
を
小
通
事
と
い
っ

た
。
首
席
は
四
名
、
次
席
は
五
名
、
稽
古
通
事
は
大
、
小
通
事
を
補
佐
す
る
役
柄
で

三
十
名
、
そ
の
下
席
に
内
通
事
で
百
三
十
四
名
が
お
り
、
時
代
と
と
も
に
唐
通
事
は

見
習
、
並
、
末
席
等
が
増
加
し
て
い
っ
た
。

　

長
崎
で
貿
易
に
取
組
ん
で
い
る
唐
人
達
の
宿
に
係
る
制
度
の
宿
町
、
附
町
の
経
緯

等
か
ら
言
葉
の
問
題
と
と
も
に
ロ
マ
ン
ス
は
想
定
通
り
で
あ
っ
た
。
長
崎
貿
易
の
円

滑
な
遂
行
は
、
唐
人
達
の
努
力
を
ま
っ
て
、
は
じ
め
て
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。

五
、「
ア
チ
ャ
さ
ん
」の
こ
と

　

戦
前
の
長
崎
で
は
、
唐
船
の
人
々
を「
ア
チ
ャ
さ
ん
」と
呼
ん
で
い
た
。
唐
人
も
愛

嬌
よ
く「
阿あ
ち
ゃ茶
、
阿あ
ち
ゃ茶
」と
長
崎
人
に
呼
び
か
け
て
い
た
も
の
だ
。
こ
の
言
葉
は「
ア

ナ
タ
」と
申
す
目
上
の
人
に
対
す
る
敬
称
で
、
長
崎
人
は
い
つ
と
な
く
こ
の
言
葉
に

馴
染
み
、
ア
チ
ャ
さ
ん
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
親
し
き
仲
に
も
礼
儀
あ
り
で
、「
ア

チ
ャ
さ
ん
」の
言
葉
は
お
互
を
軽
ん
じ
て
呼
び
合
う
称
呼
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
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異
国
文
化
を
う
ま
く
取
入
れ
、「
長
崎
く
ん
ち
」を
は
じ
め
年
中
行
事
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
費
し
な
が
ら
、
商
売
に
結
び
付
け
た
長
崎
の
人
。
幕
末
に
は「
坂
本
龍
馬
」を

は
じ
め
、
名
を
残
し
た
人
々
に
耳
を
傾
け
協
力
し
た
長
崎
の
人
。
親
切
で
商
才
に
長

け
町
を
繁
栄
さ
せ
た
長
崎
の
人
。
銅
貿
易
の
文
献
を
読
み
、
当
時
の
絵
を
見
る
と
長

崎
の
声
が
聞
こ
え
て
来
る
よ
う
で
す
。�

（
長
崎
歴
史
文
化
協
会
協
力
員
）

○
四
月
と
言
え
ば
、
八
日
の
花
ま
つ
り
、
二
十
一
日
は
お
大
師
様
の
日
で
あ
る
。
戦
前
は

カ
ル
ル
ス
の
夜
桜
に
桜
餅
、
田
上
の
筍
め
し
に
青
餅
等
々
と
楽
し
い
思
い
出
の
日
が
続

い
て
い
た
。

○
先
日
、
長
崎
べ
っ
甲
組
合
の
役
員
方
の
来
訪
あ
り
、
我
が
国
に
於
け
る
べ
っ
甲
細
工
発

三
六
九
号　

平
成
二
十
五
年
四
月
十
日

鎖
国
時
代
の
銅
と
中
国
貿
易
に
よ
せ
て

祥
の
地
は
長
崎
で
あ
り
、
其
の
べ
っ
甲
細
工
の
技
術
を
今
に
伝
え
て
い
る
人
々
が
多
く

居
ら
れ
る
の
は
長
崎
で
あ
る
の
で
、
此
の
技
法
を
後
世
に
伝
え
る
為
に
も
其
の
技
術
者

を
国
・
県
の
無
形
文
化
財
に
早
く
指
定
さ
れ
る
よ
う
申
請
す
る
事
に
つ
い
て
是
非
御
協

力
下
さ
い
と
の
事
で
あ
っ
た
。

○
次
い
で
城
戸
・
宮
川
両
先
生
の
来
訪
あ
り
。
県
立
図
書
館
移
転
問
題
に
つ
い
て
其
の
第

一
回
会
議
を
故
田
中
正
明
先
生
を
中
心
に
本
会
協
賛
で
本
会
事
務
所
で
開
催
、
そ
の
第

一
歩
を
踏
み
だ
し
て
い
る
の
で
、
今
一
度
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
の
で
其
の

準
備
を
進
め
て
下
さ
い
と
の
事
。

○
長
崎
県
九
條
の
会
事
務
局
長
井
田
先
生
よ
り
、今
年
も
五
月
四
日（
み
ど
り
の
日
）に「
第

七
回
親
子
で
歩
く　

憲
法
さ
る
く
」を
開
催
す
る
の
で
其
の
コ
ー
ス
・
講
師
の
方
々
を

準
備
手
配
し
て
下
さ
い
と
の
事
。

　

日
時　

五
月
四
日
午
前
十
時
東
山
手
活
水
大
学
下
オ
ラ
ン
ダ
坂
登
り
口
。（
参
加
費
無

料
、
但
し
入
場
料
必
要
の
時
は
各
自
）

　

講
師
は
昨
年
同
様
餅
田
・
稲
岡
・
山
口
・
陸
門
の
各
氏
他
、
今
年
よ
り
内
川
雅
夫
氏
、

田
中
安
次
郎
氏
も
講
師
陣
に
参
加
。

　

コ
ー
ス　

東
山
手
・
南
山
手
洋
館
群
・
旧
税
関
・
ド
ン
ド
ン
坂
・
旧
香
港
上
海
銀
行
・

旧
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
等
国
指
定
史
跡
・
文
化
財
建
造
物
を
中
心
に
。

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
長
崎
放
送
局
よ
り
今
年
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
記
念
日（
三
月
二
十
二
日
）が
第
八
十
八

回
に
な
り
、
功
績
者
の
表
彰
も
行
う
の
で
出
席
す
る
よ
う
に
と
の
事
で
あ
っ
た
。
長
崎

局
の
開
局
は
昭
和
八
年
九
月
で
今
年
八
十
周
年
と
な
る
。
其
の
時
の
開
局
式
典
は
桜
馬

場
町
の
長
崎
会
館
で
あ
り
、
記
念
品
と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
小
旗
を
掲
げ
た
唐
人
船
の
模
型

が
配
ら
れ
た
。
そ
し
て
其
の
翌
月
の
十
月
七
日
、
長
崎
放
送
局
で
は
最
初
の「
長
崎
く

ん
ち
」の
実
況
を
ラ
ジ
オ
で
放
送
し
て
い
る
。

○
今
月
は
次
の
書
籍
を
御
寄
贈
い
た
だ
い
た
。

　
『
菊
舎
慕
情
』長
州
の
女
芭
蕉
と
称
さ
れ
た
田
上
菊
舎
尼
生
誕
二
六
〇
年
の
記
念
誌
、
菊

舎
は
寛
政
八
年（
一
七
九
六
）に
は
長
崎
に
も
来
り
唐
通
事
平
野
氏
・
文
人
費
晴
湖
な
ど

に
も
接
し
一
年
二
ヶ
月
滞
在
し
て
い
る
。（
下
関
菊
舎
顕
彰
会
刊
・
岡
昌
子
著
）

　
『
長
崎
文
化
』（
七
十
号
発
刊
記
念
）今
も
残
る
異
国
情
緒
の
特
集
で
、
山
口
美
由
紀
・
原
田

博
二
・
ブ
ラ
イ
ア
ン
他
各
氏
執
筆
。
お
お
い
に
参
考
に
な
っ
た
。（
長
崎
国
際
文
化
協
会
刊
）

　
『
森
鴎
外
小
倉
時
代
の
業
績
』多
彩
な
執
筆
に
よ
り
鴎
外

の
人
物
像
が
よ
く
語
ら
れ
て
い
る
。
其
の
執
筆
者
の
一

人
に
本
会
の
新
名
規
明
先
生
の
文
章
も
あ
る
。（
北
九
州

森
鴎
外
記
念
会
刊
・
千
円
）新
名
先
生
寄
贈
。

山
脇
　
　
　
滋

銅座跡と現在もその名が残る銅座町


